
 

         

ユーザー企業コミュニティ型クラウドサービス 

「TEPcube（テプキューブ）」の提供開始について 
 

2020 年 1 月 23 日 
東京電力ホールディングス株式会社 

株式会社テプコシステムズ 
 

東京電力ホールディングス株式会社（本社：東京都千代田区、代表執行役社長：小

早川 智明、以下「東電HD」）と株式会社テプコシステムズ（本社：東京都江東区、代

表取締役社長：権田
ご ん だ

 勇
ゆう

治
じ

、以下「テプコシステムズ」）は、ユーザー企業によるコミ

ュニティ型クラウドサービス「TEPcube（テプキューブ）」の提供を、2020年4月より

法人向けに開始いたします。 

 

2018年9月、経済産業省から発表されたDXレポートでは、企業がレガシーシステム

の維持管理などに人材・資金を割かれ、将来の成長や競争力強化を阻害する「2025年
の崖」と呼ばれる問題が指摘されています。 

昨今、「2025年の崖」の回避方策としてパブリッククラウドサービスが注目されて

いますが、セキュリティ面等でパブリッククラウドへの移行に不安を感じ、自社イン

フラを継続利用している企業がいまだ多い実態です。 

そこで、東京電力グループは、ユーザー企業として長年にわたりIT/OTシステムを運

用してきた実績と既存のITインフラ基盤を活用し、事業継続性やセキュリティ面で安心

してご利用いただけるクラウドサービスを、東電HDの100％子会社であるテプコシステ

ムズより提供することといたしました。 

 

TEPcube は、サーバーの運用状況の見える化、システム移行支援、高いセキュリテ

ィやハイブリッド環境を実現するパブリッククラウド接続など、ユーザー企業が求める

メニューにより、企業の基幹システムを安心して任せられる「まるで自社環境のような

使い心地」のサービスを目指してまいります。 

 また、企業内のデータ利活用、企業間のデータ流通に向けた基盤として、高速大容量

ストレージサービスの提供を2020年10月より開始する予定です。 

 

東京電力グループは、TEPcubeにより、ユーザー企業間のデータ流通や共創コミュニ

ティ創出を支援し、新たなビジネスや価値創造への発展を志向することで、SDGs※1、

Society5.0※2の実現に貢献してまいります。 

以 上  
※1：2015年9月の国連サミットで決められた、2030年までに持続可能でよりよい世界を目指す国際目標 

東京電力グループは、「7.エネルギーをみんなに、そしてクリーンに」等、4つの目標の課題解決に取り組み

ます 

※2：これまでの情報社会（Society4.0）に続く、サイバー空間とフィジカル空間を融合させたシステムにより、 

経済発展と社会的課題を解決する人間中心の社会 

 



【本件に関するお問い合わせ】 

 

株式会社テプコシステムズ 

企画部（広報） 03-6364-1112（代表）  

 E-mail: public_relations-ml@ml.tepsys.co.jp 

 

＜別紙＞ 

TEPcube（テプキューブ）の概要 

 

1. TEPcube（テプキューブ）の特長 

（1）ハイブリッドクラウド環境を提供 

・パブリッククラウドに、高速かつセキュアに接続し、ハイブリッドクラウド環境

を提供 

 

（2）高セキュリティによる安心・安全 

・電力の安定供給の中で、これまで培ってきた人材とノウハウを活用したセキュリ

ティ対策による安心・安全を提供 

 

（3）ビッグデータにも対応した高速大容量ストレージ  

・増え続けるデータに苦慮している企業のニーズに応えるため、安価で高速・大容

量なストレージとデータ管理サービスを提供し、データの利活用・流通を加速 

 

2. サービス概要図 

 

3. 今後のスケジュール 

 ・2020年 4月：仮想サーバー、システム移行支援、運用代行の提供開始 

 ・2020年10月：ベアメタル、ハウジング、パブリッククラウド接続、 

大容量ストレージの提供開始 

 

 


